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の全 4 体である．試験体名の内，第 1 項目は施工・
養生環境 ( N : 無補強，A : 気中，W : 水中 ) を示
し，第 2 項目の数字は AFRP シートの繊維目付量 
(単位：g/m2 ) を示している．また，第 3 項目の英
字は水中硬化型接着樹脂の種類 (A : 水中硬化型 A，
B : 水中硬化型 B) を示している． 













圧着後 3 mm 程度になるように施工した． 
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容
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2.3 接着樹脂の性能比較 
表－3 ， 表－4 には，水中硬化型接着樹脂の性状
を一覧にして示した．本研究に用いた水中硬化型接
着樹脂は 2 種類であり，いずれも 2 種混合型のエ
ポキシ系接着樹脂である．本研究では水中での接着
に用いた水中硬化型接着樹脂の圧縮強度試験を行っ
た．圧縮強度試験に用いる供試体は JIS K 7181 に準
拠し，直径 φ = 25 mm，高さ H = 50 mm の円柱供試
体を作製した． 
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W-A415-B 水中硬化型 B 
 
 











































を一覧にして示している．水中硬化型接着樹脂  A 
は弾性係数の平均値が 9.84 GPa 程度であるのに対
し，水中硬化型接着樹脂 B は 0.68 GPa 程度となっ
ており，圧縮強度よりも弾性係数に大きな違いがあ
ることが分かった． 


















で上縁コンクリートが圧壊し，変位が 50 mm 程度
表－3 水中硬化型樹脂 A 
項目 主剤 硬化剤 混合物 
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン  
外観 白色パテ状 暗灰色パテ状 灰色パテ状 
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1 
可使時間 30 分 (25 ℃) 
初期硬化 約 2 時間 
 
 表–4 水中硬化型樹脂 B 
項目 主剤 硬化剤 混合物 
主成分 エポキシ樹脂 ポリアミドアミン  
外観 灰白色パテ状 暗緑色パテ状 灰色パテ状 
混合比 主剤：硬化剤 = 1 : 1 
可使時間 30 分 ± 10 分 (23 ℃，500 g，水を付けて混合) 














































写真– 1 剥離直前のひび割れ性状 
 
図– 3 RC 梁試験体の荷重－変位関係の実験および計算結果の比較 





( MPa ) 
弾性係数 
( GPa ) 
水中硬化型 A 
1 79.8 10.3 
2 78.1 9.64 
3 77.8 9.61 
平均値 78.6 9.84 
水中硬化型 B 
1 47.6 0.77 
2 42.7 0.63 
3 40.5 0.63 
平均値 43.6 0.68 
 










































1) 三上 浩，岸 徳光，栗橋祐介：水中硬化型接着樹
脂と AFRP 版を用いて水中補強した RC 梁の静載
荷実験，コンクリート工学年次論文集，Vol.32，
pp.1327-1332，2010. 
2) 杉本成司，栗橋祐介，三上 浩，岸 徳光： AFRP 帯
 
図– 5 各変位時における AFRP シートのひずみ分布 
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